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～児童や教師の実態調査から見える課題とその対応策の提案～ 
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項 目 内 容 

Ⅰ 研究の目的 アンケートをとると４教科の中で理科が好きと答える児童が一番多

い。しかし、実験や観察には興味・関心が高いが、自然の事物・現象を

科学的に見たり考えたりする力は弱く、結果から考察するまでに至らな

いことも多い。また、自分の思いをどのように表現したらよいか言いあ

ぐねている姿も見受けられた。 
一方、教員は理科指導に苦手意識をもっているように感じていた。事

前準備に時間がかかるけれど正しい実験結果が出ないなど指導に悩む

声をよく聞く。近年、若手教員が増加し、実験方法や授業の進め方、教

材・教具についての質問をされることが更に多くなる一方、理科を専門

としている教員が減ってきたように思う。 
そこで、以下の 3 点を研究の目的とした。 
・教師の実態調査や授業観察を通し、理科指導の課題や問題点を明らか 

にする。 
・授業実践を通し、課題解決を図る。 
・学校全体の授業改善と繋がる指導の手引きを作成し、提案する力を身 

に付ける。 

Ⅱ 研究の方法 ① 教員の理科指導に関する実態調査 

② 学力診断テストから見る児童の実態調査 

③ 授業観察・分析 

④ ICT 機器を活用した教材開発と授業実践 

⑤ 授業の成果と課題（児童アンケート調査） 

⑥ 考察する力を高める指導の工夫の提案 

〔教員の実態調査〕 

 理科指導の実態と問題点を洗い出すために、実習校や勤務校を含め６２名の

教員の理科指導に関するアンケートと聞き取り調査を行った。項目は以下の８

項目である。１．教員経験年数について、２．専門科目について、３．理科指導の得

手不得手について、４．子供たちの好きな活動について、５．教師が指導しづらい領

域や単元について、６．教師が指導しづらい活動について、７．児童が理解しづらい

単元について、８．理科指導をするうえで困っていること 

〔教材開発と授業提案〕 

教員の実態調査から、教員が苦手としている領域や単元の授業提案を行っ

た。 
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Ⅲ 研究の結果 〔実態調査〕 

アンケート項目３から、教員の６

割は理科指導に対して苦手もしくは

どちらかというと苦手という意識を

もっている。苦手意識をもっている

教員を年代別に見てみると、教員経

験年数10年以下の若手教員の割合が高い。また、

アンケート項目５から地学領域に関しての指導

のしづらさを強く感じている教員が多い。活動

内容では、実験や観察、ノートをとらせること

よりも実験後の考察させることの難しさを感じ

ている教師が６割にも上った。 

〔教材開発と授業実践〕 

教員が指導しづらい地学領域の単元として挙がった第五学年の「天気の変化」

の授業実践を行った。児童の目の前で自然の事物・現象を見せられないことや

規模が大きすぎて捉えさせづらいという意見が多く挙がったので、ICT 機器を

活用し今現在の天気画像を取り入れたり、台風の渦を真似て作る実験を行った

りした。また、言語活動の充実を図るため、「話形」を作成し、言語活動時に

提示し活用した。 

授業後の児童アンケートから、授業後自主的に天気について調べ学習を行っ

た児童が８割を超えた。また、話形を活用したクラスでは、活用しなかったク

ラスと比べ、仮説や考察を論理的に記述する児童が多く、多様な意見が出たこ

とから話し合い活動が活発になった。 

Ⅳ 考察 調査結果から、理科指導を苦手に思う若手教員のために、授業や教材の提案

を行ってきた。自然の事物・現象を目に見える形で提示する ICT 機器の活用は

アンケート結果から有効であったと言える。最後に課題として挙がった「考察

する力を高める指導の工夫」について提案する。考察する力とは、科学的な思

考力であり、観察や実験を通して、自然の事物を捉え、それをもとに考え、原

理・原則を見つけ出す力のことである。科学的な思考力を高めるためには、「問

題解決活動の過程を踏む」「言語活動の充実」「矛盾する事象との出会い」が

必要だと考える。矛盾とは「児童の認識と対象との関係において生まれるずれ」

のことであり、矛盾との出会いが起こった時、児童の問題意識が高まり深く考

察するようになるのではないか。問題解決活動の過程を踏むことや言語活動の

充実も、この矛盾する事象との出会いが無ければ、全て形式に囚われたものに

なり、科学的な思考力を高めることにはつながらないと考える。 

 


